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表 5-1 特定感染症指定医療機関        表 5-2 第一種感染症指定医療機関 

感染症指定医療機関 感染症病床数（床）  感染症指定医療機関 感染症病床数（床） 

常滑市民病院 2  日赤名古屋第二病院 2 

 

 

表 5-3 第二種感染症指定医療機関（令和５(2023)年３月末現在） 

医療圏 感染症指定医療機関 感染症病床数（床） 

名古屋・尾張中部 名市大東部医療センター 10 

海 部 厚生連海南病院  6 

尾 張 東 部 公立陶生病院  6 

尾 張 西 部 一宮市民病院  6 

尾 張 北 部 春日井市民病院  6 

知 多 半 島 厚生連知多厚生病院  6 

西 三 河 北 部 厚生連豊田厚生病院  6 

西 三 河 南 部 東 － - 

西 三 河 南 部 西 刈谷豊田総合病院  6 

東 三 河 北 部 
豊橋市民病院 10 

東 三 河 南 部 

計 62 

  

 

項目 

令和11(2029)年度末 

流行初期 
流行初期 

期間経過後 

確保病床数 1,031床 1,971床 

 うち、重症者用病床数 126床 230床 

発熱外来を開設する医療機関数 1,506機関 2,502機関 

 
 
 
 

 

 

【目標値】 
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表 5-4 各医療圏別の目標値 

  
総数 

医 療 圏 
名古屋・

尾張中部 海部 尾張 
東部 

尾張 
西部 

尾張 
北部 

知多 
半島 

西三河 
北部 

西三河 
南部東 

西三河 
南部西 

東三河 
北部 

東三河 
南部 

病
床
確
保
数 

流行初期 1,031 430 19 156 84 86 55 49 62 23 1 66 

(うち重症者病床) (126) (56) ( 1) (29) ( 8) ( 9) ( 6) ( 3) ( 7) ( 4) ( 0) ( 3) 

流行初期 

期間経過後 
1,971 782 51 218 201 153 116 86 116 108 17 123 

(うち重症者病床) (230) (104) ( 5) (34) (19) (14) (11) ( 8) (13) ( 9) ( 0) (13) 

発
熱
外
来
医
療
機
関
数 

流行初期 1,506 569 78 80 125 104 109 88 95 116 18 124 

流行初期 

期間経過後 
2,502 988 110 157 187 211 183 138 134 174 23 197 

 

 

表 5-5 医療措置協定項目と協議対象者 

協定項目 

協 議 対 象 者 

病 院 有床診療所 無床診療所 薬 局 
訪 問 看 護 

事 業 所 

病床の確保 ◎ ◎ － － － 

発熱外来 ○ ○ ○ － － 

自宅療養者等への 

医療提供 
○ ○ ○ ○ ○ 

後方支援 ○ ○ － － － 

人材派遣 ○ ○ － － － 

個人防護具の備蓄 ○ ○ ○ ○ ○ 

◎：第一種協定指定医療機関 ○：第二種協定指定医療機関 
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８ 新興感染症発生・まん延時における医療対策 

【体系表】 
施  策 

 中間アウトカム 
（体制整備） 

 分野(最終)アウトカム 
（目 標） 

1 
愛知県感染症予防計画の 
推進にかかる事業の実施 

1 

新興感染症発生・まん延時に 
おける医療等の整備 1 

新興感染症発生・まん延時
に迅速な対応を可能とする
体制の整備 指標 確保病床数 

指標 
確保病床数のうち、 
重症者用病床数 

  

 
指標 

発熱外来を開設する 

医療機関数 

     

【指標一覧】 

指  標 計画策定時 
目 標 値 

令和８(2026)年度 
【中間年】 

令和11(2029)年度 
【最終年】 

確保病床数 － － 
流行初期期間経過後   1,971床 
流行初期        1,031床 

確保病床数のうち、重症者用病床数 － － 
流行初期期間経過後    230床 
流行初期         126床 

発熱外来を開設する医療機関数 － － 
流行初期期間経過後 2,502機関 
流行初期      1,506機関 

※「第３部 第５章 新興感染症発生・まん延時における医療対策」参照 

 

 

９ へき地保健医療対策 

【体系表】 

施  策 
 中間アウトカム 

（体制整備） 
 分野(最終)アウトカム 

（目 標） 

1 へき地保健医療体制の確保 

1 
へき地診療所との医療連携 

1 
無医地区等においても医
療が確保される体制の構
築 

指標 
代診医等派遣要請に 
係る充足率 

    
 

2 

病院の事業継続性確保  

 

 

指標 

へき地医療拠点病院の
中で主要３事業の年間
実績が合算で12回以上
の医療機関の割合（オ
ンライン診療で代替し
た巡回診療・代替医派
遣も実績に含む） 

 

 

【指標一覧】 

指  標 計画策定時 
目 標 値 

令和８(2026)年度 
【中間年】 

令和11(2029)年度 
【最終年】 

代診医等派遣要請に係る充足率 
(令和４(2022)年度) 

98.1％ 
 100％  100％ 

へき地医療拠点病院の中で主要３事業の
年間実績が合算で12回以上の医療機関の
割合（オンライン診療で代替した巡回診
療・代替医派遣も実績に含む） 

(令和４(2022)年度) 
 33％ 

 60%  100％ 

※「第３部 第６章 へき地保健医療対策」参照 

 

 

 

 

 



- 465 - 

 

７ 災害医療に係る指標 

【ストラクチャー指標】 
 指 標 全 国 愛知県 出 典 

災害拠点病院以外の医療機関における業務継続計画 
の策定率（％） 

7.8 58.7 
令和４年度愛知県調
査 

広域災害・救急医療情報システム（ＥＭＩＳ)への 
登録率（％） 

‐ 98.1 
令和５年４月１日時
点 

【プロセス指標】 
 指 標 全 国 愛知県 出 典 

ＥＭＩＳの操作を
含む研修・訓練を実
施している病院の
割合 

ＥＭＩＳの操作を含む研修・訓練
を実施している病院の割合（％） 

92.0 88.9 
令和４年４月１日現
在 都道府県調査 操作担当者の指定をしている病

院の割合（％） 
97.6 97.2 

災害時の医療チーム等の受入を想定し、都道府県災害
対策本部、都道府県医療本部で関係機関（消防、警察、
保健所、市町村等）、公共輸送機関等との連携の確認
を行う災害訓練の実施回数 

27 0 

令和３年度都道府県
調査 

災害時の医療チーム等の受入を想定し、関係機関・団
体と連携の上、保健所管轄区域や市町村単位等で地域
災害医療対策会議のコーディネート機能の確認を行う
災害訓練の実施回数 

55 0 

広域医療搬送を想定し、都道府県災害対策本部、都道
府県医療本部で関係機関（消防、警察等）、公共輸送
機関等との連携の確認を行う災害訓練の実施箇所数及
び回数 

17 1 

被災した状況を想定した災害実働訓練を実施した病院
の割合（％） 

85.6 97.2 
令和４年４月１日現
在 都道府県調査 

 

 

８ 新興感染症発生・まん延時における医療に係る指標 

【ストラクチャー指標】 
 指 標 全 国 愛知県 出 典 

確保病床数 
確保病床数 ‐ ‐ 

 

うち、流行初期医療確保措置、重症者、特
別な配慮が必要な患者、疑い患者 

‐ ‐ 

個人防護具を２か月分以上確保している医療機関数 ‐ ‐ 

医療機関数 

医療機関数 ‐ ‐ 
うち、流行初期医療確保措置、重症者、特
別な配慮が必要な患者、疑い患者 

‐ ‐ 

うち、流行初期医療確保措置対象協定締結
医療機関 

‐ ‐ 

うち、自宅・宿泊療養施設・高齢者施設 ‐ ‐ 
うち、往診、電話・オンライン診療 ‐ ‐ 

薬局数 ‐ ‐ 
訪問看護事業所数 ‐ ‐ 

派遣可能医師数 
派遣可能医師数 ‐ ‐ 

うち、県外派遣可能数 ‐ ‐ 
派遣可能医師数のうち感染制御・業務継続支援チームに
所属している医師数 

‐ ‐ 

派遣可能看護師数 
派遣可能看護師数 ‐ ‐ 
うち、県外派遣可能数 ‐ ‐ 

派遣可能看護師数のうち感染制御・業務継続支援チーム
に所属している看護師数 

‐ ‐ 

【プロセス指標】 
 指 標 全 国 愛知県 出 典 

年１回以上、新興感染症患者の受入研修・訓練を実施又
は外部の研修・訓練に医療従事者を参加させている割合
（％） 

‐ ‐  


